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学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。評価いただいた内容については学校全体で真摯に受け止め、学校発展のための努力を重ねてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

群 馬 県 立 藤 岡 北 高 等 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ② （平成３１年度版） （様式２）

羅 針 盤 達 成 度
改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 総合

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を ①地域との交流や地域への貢献を目的 活動の目的を意識させるとともに、生徒が主体的 ・目標値を高く設定したため、厳しい評価にな ・交流活動を進めるに当たり、生徒が自主
づくりに努めて 行っていますか。 とした活動や行事等に生徒の85％以上 Ｂ Ｂ Ｂ に活動に取り組めるよう工夫をする。 っている。地域への貢献度は高く、今後も継続 的に意欲を持って取り組めるよう事前指導
いますか。 が満足している。 して欲しい。・地域での見える化活動がしっか を始め内容の工夫や精選を図りたい。

②農業クラブ主催の各種発表会・各種 継続的に活動を実践するとともに、研究活動の大 りと保たれている。・農業クラブ活動に生徒達 ・各専門部の継続的な活動を実践するとと
競技大会や各種のコンテストなどで４ Ａ Ａ Ａ 切さや意義を意識させ、専門学習の深化に結びつ は意欲的に取り組んでいる。今後も継続して欲 もに、研究活動の意義を認識させ、専門学
種目以上入賞する。 ける。 しい。・競技会等での受賞は生徒のモチベーシ 習の深化に結びつけたい。

ョンの向上に繋がり今後に期待できる。
Ⅱ 生徒の意欲的 ２ 生徒の実態に応じた ①「授業が分かりやすい」と75％の生 生徒理解に努めるとともに生徒が主体的な学習活 ・先生方は工夫して授業をしている。今後も基 ・生徒の意欲を高められるように、講義形
な学習活動につ 指導を行っていますか。 徒が答えている。 Ａ Ａ Ａ 動に向けた授業改善を継続した。また、授業中の 礎基本を指導して欲しい。・以前よりも資格取 式だけでなく、探究的な学習や課題解決学
いて適切な指導 生徒指導を充実させ、落ち着いた雰囲気での授業 得に積極的に取り組んでいる様子がうかがえ 習を展開できるよう授業改善する必要があ
をしていますか。 展開に努めた。 る。生徒が挑戦しやすい環境をつくって欲しい。る。

②資格取得に向けた指導に、生徒の70 生徒の将来や専門性を高めるために必要な資格、 ・生徒への動機付けをしっかりした方が良いの ・生徒が資格を取得し、達成感を得ること
％以上が満足している。 Ａ Ａ Ａ 検定を生徒及び保護者に分かりやすく明示し、主 ではないか。 で積極的な専門学習や進路実現に向けた活

体的な資格取得への働きかけを行った。 ・生徒の意欲を高める指導法の改善が必要であ 動に発展するよう指導方法を工夫する。
３ 生徒は確かな学力を 授業や「朝学習の時間」の学習に対し 生徒が学習に対して、意欲的に取り組むような授 る。 ・「朝学習の時間」の教材や指導方法を改善
身に付けていますか。 て、意欲的に取り組んでいると自己評 業の展開や身近な教材の活用などを工夫し、生徒 ・「朝学習の時間」がマンネリ化しているので し、生徒が学力やスキルが身に付いたと実

価している生徒が、70％以上である。 Ｂ Ｃ Ｃ 及び職員が学習成果を実感できる指導が求められ はないか。毎日の短い時間でも年間では多くの 感できるとともに学習から得られる充実感
る。 時間となることを認識させる必要がある。 を感じる授業や教育活動を実践する。

Ⅲ 生徒の充実し ４ 組織的・継続的な指 ①職員会議や学年会議において、生徒 職員会議において、生徒の情報交換を月一回、学 ・職員間だけでなく、生徒と先生との情報共有 ・近年、生徒の質が変化しており、生徒指
た学校生活につ 導を行っていますか。 に関する情報交換を月に２回以上実施 Ａ Ａ Ａ 年会議などでも情報交換が習慣化している。さら もできているように感じている。 導上の重点や課題も見直していかなくては
いて適切な指導 している。 にきめ細やかな情報交換を生徒指導に役立てたい。 ・現在も積極的に挨拶をする生徒が多いと感じ ならない。特に非社会的行動やいじめ防止
をしていますか。 ②学校生活全般における身だしなみの 身だしなみ指導が継続してできている。しかし、 ている。社会人としての基本が身だしなみ・挨 など対応が難しい事案が増加しているので、

改善・挨拶指導が十分に行われている Ａ Ａ Ａ 学年ごとの温度差が見られるので共通認識を再度 拶であると生徒に自覚させられるような指導を 今までの生徒指導体制を見直し、組織的な
と評価する生徒が70％以上である。 確認する。また、進路を絡めた挨拶指導を継続す お願いしたい。 対応を行うのはもちろん、さらに学校だけ

る。 ・遅刻が2学期になり減少していることから意 でなく関係機関とも連携した対応を実施す
５ 生徒は健康で、規則 ①１日の平均遅刻率が0.8％以下であ 重点課題として取り組んできたが、遅刻率・欠席 識していると感じる。 る。
正しい学校生活を送っ る。②欠席率が2.3％以下である。 Ｂ Ｂ Ｂ 率ともに改善が見られなかった。進路を強く意識 ・遅刻・欠席に対しては生活習慣の改善の必要 ・人間関係づくりに視点をおいた学校行事
ていますか。 させることで、将来的な欠席・遅刻防止の意義を 性があると考えられる。生徒クラブ等と連携す やグループエンカウンター・ピアサポート

理解させるとともに、個々の遅刻・欠席の原因を ると効果が期待できる。 などを積極的に取り入れていく必要がある。
把握して、学校全体で改善に努めたい。 ・いじめに対してしっかり取り組んでいる印象

６ 学校はいじめの防止 いじめの未然防止に努め、早期発見・ 生徒主体の活動にも取り組んでいるが、継続した がある。SNSについては本人・保護者の責任も
や早期発見に向けた取 早期対応に努めていると評価する生徒 Ｂ Ｂ Ｂ 指導が必要である。特にＳＮＳについて、使用方 あるので学校と連携して使用方法やモラルを考
組を積極的に行ってい が80％以上である。 法やモラルについても指導が必要である。 えてもらう必要がある。
ますか。 ・いじめ対応については外部評価が低めである

が、高校生なら自浄努力も必要である。
Ⅳ 生徒の主体的 ７ 計画的な指導を行っ 学校から提供される進路情報や進路関 学年や外部機関との連携により、適性理解のため ・きめ細かい進路指導を行っている印象があ ・キャリア教育の視点から進路行事の事前
な進路選択につ ていますか。 係行事等が進路を考えるうえで役に立 の進路ガイダンスや進路学習を計画的に行い、情 る。今後も情報提供をしっかりと行い、生徒の ・事後指導を行うとともに、適性検査等の
いて適切な指導 っていると評価する生徒が80％以上で Ａ Ａ Ａ 報提供を行う機会を増加させることができた。生 進路実現に向けて取り組んで欲しい。・専門高 結果の活用方法を改善し、進路指導の充実
をしていますか。 ある。 徒の実態を的確に把握し、進路指導の充実を図り 校のため目的意識を持って入学しているため、 を図る。

たい。 主体的に進路に向けて取り組んでいる。指導の ・全職員が効果的にキャリア教育の視点で
８ 生徒は自らの進路に ①自己の生き方と将来の職業の関連に 諸検査の結果を職員会議で情報提供し、職員間の ノウハウも蓄積しており、良好である。・人生 指導を行えるよう職員研修を充実させたい。
ついて真剣に考え、そ つ Ａ Ｂ Ｂ 情報共有を深めた。今後も効果的な指導ができる を左右問題であるためきちんと向き合う必要が
の実現に向けて取り組 いて考えている生徒が75％以上である。 よう支援の充実を目指したい。 ある。やり直しができることも教えて欲しい。
んでいますか。 ②目標とした進路を実現できた生徒（３ 学年と連携し、キャリア教育の視点で指導を行っ

年生）が90％以上である。 Ｂ Ａ Ａ たことで進路意識の向上を図ることができた。進
路実現に向けた生徒の主体的な取組にまでは結び
つけることができなかった。

Ⅴ 開かれた学校 ９ 家庭、地域社会に積 ①ＰＴＡ総会、学年保護者会等に参加 今後も連絡メール等を活用するとともに、ＰＴＡ ・市内の他校の行事と重ならないように日程調 ・連絡メール等を適切に活用するとともに、
づくりに努めて 極的に情報発信をして している保護者が、60％以上である。 Ａ Ａ Ａ 役員や学年委員と連携をとりながら保護者の参加 整をすることも必要だと考えられる。・適切に ＰＴＡ役員、学年委員及び関係職員と情報
いますか。 いますか。 が増加するよう工夫する。 情報発信している。今後も継続して欲しい。・ 交換し、多くの保護者が参加できるよう工

②「学校の様子がよく分かる」と評価 今後もWebページ、連絡メール、マスメディア等を 様々なイベントがあり、保護者や地域の方が来 夫する。
する保護者が80％以上である。 Ａ Ａ Ａ 積極的に活用し、学校の様子を適切に情報発信す 校して、楽しみながら学校を知ることができる ・今後もWebページ、連絡メール、マスメデ

る。 のは、素晴らしい。 ィア等を積極的に活用し、継続的に情報発
信を進める。



群 馬 県 立 藤 岡 北 高 等 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （平成３１年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策 外部アン 外部アン

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 ケート等 改 善 策 自己評価 ケート等 改 善 策

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を行 ①地域との交流や地域への貢献を目的 生徒が主体的に活動できるよう目的を 生徒が主体的に活動に取り組めるよう、 活動の目的を意識させるとともに、生徒
づくりに努めて っていますか。 とした活動や行事等に生徒の85％以上 明確に理解させる。また、活動の充実 Ａ Ｂ 事前・事後指導を充実させ、活動の大切 Ａ Ｂ が主体的に活動に取り組めるよう工夫を
いますか。 が満足している。 を図るため、交流の内容を工夫・改善 さを理解させる。 する。

する。
②農業クラブ主催の各種発表会・各種 農業クラブ活動及び各種コンテストの 今後も専門的な知識・技術の向上のため 継続的に活動を実践するとともに、研究
競技大会や各種のコンテストなどで４ 意義を理解させ、専門部の活性化や知 Ａ － に継続的な指導をを行い、専門部の活動 Ａ － 活動の大切さや意義を意識させ、専門学
種目以上入賞する。 識・技術の結びつくよう、継続的な指 の活発化に努める。 習の深化に結びつける。

導を実施する。
Ⅱ 生徒の意欲的 ２ 生徒の実態に応じた指 ①「授業が分かりやすい」と75％の 生徒の実態に応じた授業改善を図ると 授業規律の確保に向けた指導を継続し、 生徒理解に努めるとともに生徒が主体的
な学習活動につ 導を行っていますか。 生徒が答えている。 ともに落ち着いた雰囲気での授業が実 Ａ Ａ 生徒が学習しやすい環境作りに努めると Ａ Ａ な学習活動に向けた授業改善を継続する。
いて適切な指導 践できるよう授業規律の確保に向けた ともに、主体的に学習に取り組む魅力あ また、授業中の生徒指導を充実させ、落
をしていますか。 指導に取り組む。 る授業を展開する。 ち着いた雰囲気での授業展開を図る。

②資格取得に向けた指導に、生徒の70 資格取得が進路実現や自分の生き方を 資格の内容や有用性をきめ細かく説明し、 生徒の将来や専門性を高めるために必要
％以上が満足している。 左右する重要な要素であることを生徒 生徒に資格を取得することの重要性を理 な資格、検定を生徒及び保護者に分かり

及び保護者に伝えるとともに意欲的に Ａ Ａ 解させ、様々な検定や資格への関心を高 Ａ Ａ やすく明示し、主体的な資格取得への働
資格取得にチャレンジする雰囲気作り められるよう働きかけを行う。 きかけを実践する。
に努める。

３ 生徒は確かな学力を身 授業や「朝学習の時間」の学習に対し 教材の選定や指導体制を工夫し、 意欲的な学習により、知識や技術が身に 生徒が学習に対して、意欲的に取り組む
に付けていますか。 て、意欲的に取り組んでいると自己評 生徒がより意欲的に学習に取り組むこ Ｂ Ｂ 付いたと実感できるよう、教材や指導方 Ｄ Ｂ ような授業の展開や身近な教材の活用な

価している生徒が、70％以上である。 とができる授業や「朝学習の時間」と 法等を改善し、生徒の主体的な学習活動 どを工夫し、生徒及び職員が学習成果を
なるよう指導を強化する。 を促進する指導を実践する。 実感できる指導に努める。

Ⅲ 生徒の充実し ４ 組織的・継続的な指導 ①職員会議や学年会議において、生徒 職員会議・学年会議の議題として情報 各クラスの情報交換を職員会議で行って 職員会議において、生徒の情報交換を行
た学校生活につ を行っていますか。 に関する情報交換を月に２回以上実施 交換を実施し、情報を共有して組織的 いる。また、小さなことでも報告し合え い、生徒指導に生かすことができている。
いて適切な指導 している。 な指導につなげる。授業担当とさらに Ａ － る環境にするために、学年・教科・コー Ａ － さらにきめ細やかな情報交換を充実させ、
をしていますか。 きめ細やかな情報交換を充実させ、組 ス等で情報交換ができる体制を構築して 効果的で組織的な指導に取り組む。

織的な指導を目指す。 細かな生徒の状況把握に努める。
②学校生活全般における身だしなみの 職員間で連携をとり、ＨＲ・授業中に 毎朝ＨＲでの身だしなみ指導が継続して 進路実現を踏まえた挨拶指導を継続す
改善・挨拶指導が十分に行われている おける指導を充実させ、登校時の挨拶 Ａ Ａ できている。しかし、学年ごとの温度差 Ｂ Ａ る。また、身だしなみの指導に共通認識
と評価する生徒が70％以上である。 運動などで身だしなみ・挨拶指導を行 が見られるので共通認識を再度確認する。 を持ち取り組めるように記録簿などを活

う。 用する。
５ 生徒は健康で、規則正 ①１日の平均遅刻率が0.8％以下であ 保護者との連携を強化して、生活習慣 学校全体の重点目標であることを生徒・ 個々の遅刻・欠席の原因を把握して、適
しい学校生活を送ってい る。 の向上を目指す。進路を強く意識させ 職員に周知する。また、面談を通して、 切な指導を丁寧に行い、改善に努める。
ますか。 ることで、将来的な遅刻防止の意義を Ｂ － 保護者との連携を強化し、家庭での生活 Ｃ － 長期欠席者に対しては、教育相談係やス

理解させる。 習慣の改善と学校での意欲的な取り組み クールカウンセラー、専門機関等を活用
②欠席率が2.3％以下である。 きめ細やかに個々の対応を行い、原因 につながる環境作りに努め、遅刻や欠席 した生徒理解と原因究明に取り組み、減

究明から対策を考え、減少を図る。長 の減少に向けた指導に取り組む。 少を図る。
期欠席者に対しては、教育相談係やｽｸ Ｃ － Ｂ － 保護者との連携を強化し、協力体制を構
ｰﾙｶｳﾝｾﾗｰを活用した生徒理解と原因究 築する。規範意識を向上させることで、
明に取り組み、専門機関等とも連携し、 将来的な欠席・遅刻防止の意義を理解さ
減少を図る。 せる。生徒及び保護者にいじめ防止対策

６ 学校はいじめの防止や いじめの未然防止に努め、早期発見・ 日常的なきめ細かい生徒観察に努め、 いじめ防止活動として生徒主体の活動を実 について情報発信し、生徒主体の活動を進
早期発見に向けた取組を 早期対応に努めていると評価する生徒 少しでも気になることがあれば早期に 践する。生活アンケートの結果を踏まえ、 める。生徒観察に努め、職員が未然防止
積極的に行っています が80％以上である。 対応、情報共有する。特にＳＮＳにつ Ａ Ｂ 面談週間を通して生徒個々の状況を把握 Ａ Ｂ ・早期の組織的対応をする。特にＳＮＳ
か。 いて、専門機関などと連携して使用方 し、適切な対応を速やかに行う。 の使用方法については、専門機関などと

法を指導する。 連携した指導を実践する。
Ⅳ 生徒の主体的 ７ 計画的な指導を行って 学校から提供される進路情報や進路関 キャリア教育の視点に立った進路行事 各行事の進路行事後のアンケート結果を 生徒が主体的に進路選択ができるよう生
な進路選択につ いますか。 係行事等が進路を考えるうえで役に立 の事前・事後指導を行い、進路学習の Ａ Ａ 活かし、更なる進路学習の充実を図りた Ａ Ａ 徒の実態を的確に把握し、進路指導の充
いて適切な指導 っていると評価する生徒が80％以上で 内容の充実を図る。 い。 実を図る。
をしていますか。 ある。

８ 生徒は自らの進路につ ①自己の生き方と将来の職業の関連に 適性検査や基礎力診断テスト等の結果 適性検査や基礎力診断テストの結果を職 職員間の情報共有を深め、効果的な指導
いて真剣に考え、その実 ついて考えている生徒が75％以上であ を効果的に活用するための研修会等を Ｂ Ａ 員間で情報共有し、より効果的な指導と Ｂ Ａ ができるよう支援の充実を図る。
現に向けて取り組んでい る。 充実させる。 なるよう支援する。
ますか。 ②目標とした進路を実現できた生徒 教務部と連携し、キャリア教育の研修 生徒全員が進路実現できるよう組織的、 今後も生徒が主体的に進路選択できるよ

（３年生）が90％以上である。 を実施し、学校全体でキャリアカウン － － 継続的に指導を続ける。 Ａ Ａ う、学校全体でキャリアカウンセリング
セリングできる体制を構築する。 できる体制の構築を目指す。

Ⅴ 開かれた学校 ９ 家庭、地域社会に積極 ①ＰＴＡ総会、学年保護者会等に参加 ＰＴＡ総会、学年保護者会等への参加 保護者の参加が今後も増加するよう、連 今後も連絡メール等を活用するとともに、
づくりに努めて 的に情報発信をしていま している保護者が、60％以上である。 の理解を深めるために、ＰＴＡ本部役 Ａ － 絡メール等を積極的に活用するとともに Ａ Ａ ＰＴＡ役員や学年委員と連携をとりなが
いますか。 すか。 員との連携を深める。また、連絡メー 保護者会等の内容を係や本部役員で検討 ら保護者の参加が増加するよう工夫する。

ル等を適切に活用し、参加を促す。 する。
②「学校の様子がよく分かる」と評価 マスメディアやWebページを有効に活 今後もWebページに活動状況を適切に掲載 今後もWebページ、連絡メール、マスメデ
する保護者が80％以上である。 用し、本校生徒の活動状況を積極的に Ａ Ａ し、生徒の様子や活躍をより多くの情報 Ａ Ａ ィア等を積極的に活用し、学校の様子を

発信する。 発信できるように工夫する 適切に情報発信する。


